
先日、小学校の金管バンド定期演奏会を聴きに行ってきました。とても小学生とは思えない素晴らしい演奏でした。 
バンドの中には、赤ん坊の頃から知っている子もいたので「あの子が こんなに成長したなんて、、」と思っただけでウルウルきてしまって 
・・・年をとると涙もろくなると云うのは、こういう事を云うのネ・・・と ひとりゴチていました。 
 
 アマチュア楽団による「篤姫のメインテーマ」を聴いて・・・なつかしい～と数ヶ月前に終わったドラマを思い出し・・・この部分のメロディーは この楽器で演奏して 
いたのねェ、と妙に納得していました。一つ一つの楽器の音は想像できても それぞれが重なってメロディーを奏でると幾重にもその中が膨らんで聞こえます。 
 
 音が幾重にも重なって 素晴らしい音楽を作り上げていくのねぇ と感動しました。それもこれも純真な子どもたちの中で演奏を聴いたからかもしれません＼(^o^)／ 
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